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１．２０２４年３月期 第３四半期 業績
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１．２０２４年３月期 第３四半期 業績 － 連結損益計算書
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 売上高は、自動車関連の内装用資材が回復する一方、半導体や医療・医薬関連製品で在庫調整局面の影響等があり減収
 一層のコストダウン活動や価格改定を推進する中、原材料価格やエネルギーコストの高止まり、円安に伴う仕入れコスト上昇の影響

等により436百万円の営業損失
 持分法投資利益159百万円等の営業外損益を含めた経常利益は28百万円
 減損損失4,973百万円の計上、繰延税金資産の取り崩し等により、親会社株主に帰属する四半期純損失は7,637百万円
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１．２０２４年３月期 第３四半期 業績 － 経常利益の増減分析

3

単位：百万円
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 シューズ事業は、ランニング用の「BROOKS(ブルックス)」が好調に推
移する中、その他の商品群が伸び悩み苦戦

 プラスチック事業の車輌内装用資材は、国内・北米市場で回復
フイルムは、国内外の流通在庫調整や欧州での景気低迷の影響によ
り苦戦

 産業資材事業のウレタンは、車輌用・寝具用ともに回復基調に推移
半導体搬送用部材は国内・海外向けともに低調に推移

 シューズ事業は、価格改定の効果を含む利益率の改善や販売費の
削減等により損失幅縮小

 プラスチック事業は、建装資材が利益率の改善により増益となったが、
主にフイルムの苦戦により大幅減益

 産業資材事業は、価格改定の効果を含む利益率の改善等により増
益
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・ 建物及び構築物 △1,598
・ 建設仮勘定 △1,238
・ 機械装置及び運搬具 △1,227

・ 仕入債務 △1,314
・ 短期借入金 800

・ 棚卸資産 1,574
・ 売上債権 △744
・ 現金及び預金 △521

・ 長期借入金 2,750
・ 繰延税金負債 1,004

・ 利益剰余金 △8,242
・ 為替換算調整勘定 1,438
・ 自己株式 △973

(単位：百万円)

2023年3月期 2024年3月期
第3

前期末比
増減額

流動資産 49,181 49,265 83

有形固定資産 26,171 22,096 △4,074

無形固定資産 393 398 4

投資その他の資産 10,474 9,114 △1,360

資産合計 86,220 80,874 △5,346

流動負債 27,512 26,030 △1,481

固定負債 12,502 16,382 3,880

負債合計 40,014 42,413 2,399

純資産 46,206 38,460 △7,745

負債・純資産合計 86,220 80,874 △5,346

自己資本比率 53.6% 47.6% △6.0%

一株当たり純資産(円) 3,058.80 2,662.90 △395.90

・ 繰延税金資産 △1,661
・ 投資有価証券 460
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２．２０２４年３月期 通期業績予想
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 売上高は、エレクトロニクス分野、医療・医薬分野における国内外の流通在庫調整による低迷や、半導体市場の回復の遅れの影響により低調に推移した
こと等により下方修正

 営業利益、経常利益は、一層のコストダウン活動や価格改定を推進したものの、原材料価格・エネルギーコストの高止まりや、円安に伴う仕入れコスト上昇
の影響等により下方修正

 親会社株主に帰属する当期純利益は、当第3四半期での減損損失の計上、繰延税金資産の取り崩しに伴う法人税等調整額の計上等により下方修正

 上記の理由により、1株当たりの期末配当金を前回の予想40円から20円に修正
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報
及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大
きく異なる可能性があります。 9
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